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訂 正 の お 知 らせ

表 紙

(誤):「 ア ン ネ マ リー ・シ ュ バ ル ツ エ ンバ ハ の 『幸 せ の 谷 』」

             ↓

(正):「 ア ン ネ マ リー ・シ ュ ヴ ァル ツ ェ ンバ ハ の 『幸 せ の 谷 』」

バ ッ ク ナ ン バ ーS.142

(誤)1「 ア ン ネ マ リー ・シ ュ バ ル ツ ェ ンバ ハ に お け る 反 ナ チ ス 」

             ↓

(正):「 ア ン ネ マ リー ・シ ュ ヴ ァル ツ ェ ンバ ハ に お け る反 ナ チ ス



『研究報告』バックナンバー

第1号(1985)

大川 勇:あ る深 層 の物語 の読 解lム ージ

  ル の『特性 のない男』研 究のための序説

金子 孝 吉:リ ルケの詩『偶 像』について

田辺 玲 子1関 係 世 界 の創 出 一 アネッテ ・

フォン・ドロステ=ヒ ュルスホフの詩 人像とそ

の世界

奥 田 敏広:ト ー マス・マンの 「モンター ジュ技

  法」について ― 小説 形式のパロディー

千 田 春彦:フ ライダンクの『ベシャイデンハイ

ト』研究 のため に 一 三つの《はざま》をて

がかりとして

宮 田 眞治1覚 醒 へ向 けての夢想 一 『ハイン

  リッヒ・フォン・オフターディンゲン』試論(1)

千 田 まや=ト ー マ ス ・マン の 『フ ァウストゥス博

  士 』 ― デ ュー ラー の機 能 にっ いての 一 考

  案

斎藤 昌人:一 カフカ像 一 『流刑 地にて』をめ

  ぐつて

第2号(1986)

松 村 朋彦:心 理 学 と小説 のあいだ ― カー

ル ・フィリップ ・モ ー リッツ『ア ン トン ・ライ

ザ ー』とその周 辺

大 川 勇;千 年 王 国を越 えて-ム ージルの

  『特性 のない男』にお けるく別 の状 態〉の行

  方

加藤 丈雄:『 公子ホムブル ク』について ― 死

  の恐怖 とその超 越 を中心に

奥 田 敏 広1リ オン・フォイヒトヴァンガ ーの小 説

  『成功 』におけるヒトラー 像につい て ―20

  年代 の証言の一っ として

第5号(1991)

青 地 伯 水1ホ ー フマ ンスター ル の 『厄 介 な 男 』

にお ける「なおざりにされた生」と「達成され

た社 会性」

谷 口 栄 一:C.F.マ イアー の『ユル ク・イェナ ッ

  チ ュ』につ いて 一 そ の 多 義 性 に 関 す る一

  考察

津出 保夫:後 期シラー の悲劇論 に関する一考

  察 一 悲劇的恐怖の概念 を中心 に

斎藤 昌人:閉 ざされる世界

第3r号'(1988)

加 藤 丈雄:ハ ッピー エンドと悲 劇 ― 『公 子 ホ

  ム ブル ク』の 多 義 性 につ いて

兵 頭 俊 樹:ヘ ル ダ ー リン の`Wie wenn am

Feiertage_'に 現 れ るデ ィオ ニ ュソスの 形

象 をめ ぐつて

竹本 まや:ト ーマス・マンの『す げか えられた

  首』試論

友 田 和秀:『 魔の山』試論 一 主人公ハンス・

  カストルプの形 姿をめぐつて

第6号(1993)

片 桐 智 明:ヨ ー ゼ フ・ロー トの『ラデツキー 行 進

曲 』-「 比 較 」と「繰 り返 し」のモ チ ーフ を

めぐって

千 田 春 彦:デ ア―シュトリッカーの『閉 じ込めら

  れた女房』について ― 物語 の重層構 造

  の 目指すもの

福 田 覚1自 然模 倣 説にお ける真 理媒介 の構

  造(1)― レッシング〈詩 学〉に潜在 する模

  倣説の輪郭

青 地 伯 水:W.ヒ ル デスハ イマー の『リープ

  ローゼ ・レゲンデ ン』におけるグaテ スクなも

  のにつ いての一考察

第4号 ・(1990)

津 田 保 夫:『 ヴァレンシ ュタイン』試 論 一 ネ メ

シスの悲劇 の観 点から
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第7号 ・(1994)

飛 鳥井 雅友:「 しばしばそれ は絶望 的な対話

なのです 」 一 パ ウル ・ツェラーンにおける

対話 の概念をめぐって

吉 田 孝 夫:時 間の渦 ―R・M・ リル ケ『新 詩

  集』の数篇から

片桐 智明:ヨ ーゼフ・mト の『右と左』 ― 二

  つ の方向

第8号(1995)

濱 中 春:シ ラー の『マ リア ・ストゥアル ト』 一 二

  人 の女王のドラマ

中村 直子:分 離動詞の認定をめぐる諸問題

飛鳥井 雅友:神 学の拒 否と詩学 ― パウル ・

ツェラーンにおける神義 論の問題

第9― 号(1996)

中 村 直 子:正 書 法と分 離 動 詞

濱 中 春=シ ラー の『ヴィル ヘ ル ム ・テル 』に お け

  るスイスの風 景

片 桐 智 明;ヨ ー ゼ フ ・ロー トの 『百 日 天

  下』 一 ヨー ゼフ ・ロートの ワー テル ロー

飛 鳥 井 雅 友;「 胸 は 張 り裂 け」 ― ゴットフリー

ト・ベ ンの 場 合

國 重 裕:ク リスタ ・ヴォル フ『クリスタ ―Tへ の 追

  想』について 一 その語 りの構造

飛鳥 井 雅友1ゴ ットフリート・ベ ンにお けるく拝

情 的 自我〉概念 の登場 をめぐって

第12号(1999)

片 岡 宜行1ド イツ語の与格 と空 間補足 語 につ

  いて

吉 田 孝 夫:mベ ル ト・ヴァル ザーの絵 画描写

  につ い て 一 エ クプラシスの観 点 か ら

片 桐 智 明=ハ イミー ト・フォン ・ドー デ ラー 四 十

歳 の小説 一 『最後の 冒険 』、騎 士とドラゴ

ンの小説

KUNISHIGE Yutaka(國 重 裕)l Zwischen

  Phantasiewelt und Wirklichkeit‐

  Essay �er Ilse Aichingers �Die

  gr�ere Hoffnung"

第13号(1999)

KUNIEDA Naotaka(國 枝 尚 隆):Wilhelm

  Tellals舖thetisches Projekt

吉 田 孝 夫:mベ ル ト・ヴァル ザー に お け る通

俗 小説 とメル ヘ ンの再 話 について ― 対

句 法に関する試 論

第10号(1997)

濱 中 春1シ ラーの『遣遥 』における風 景 をめ

  ぐって 一 風 景の補償モデル とその矛盾

吉 田 孝 夫=mベ ル ト・ヴァルザーにおける寓

  話 性(1)― 散 文 小 品『通 り(1)』につ い て

片 桐 智 明1物 語 の行 方 ― ヨー ゼ フ・ロー トの

『果てしない逃 走』と『カプツィン派教会納骨

堂』をめぐって

第14号(2000)

廣川 智 貴:文 体論の理 論と実践 一 クライス

  トの『aカルノの女 乞食』を例 にして

佐 々 木 茂 人:カ フカの作 品 における歌 のモ

ティーフ ― 『歌姫 ヨゼフィー ネ、あるいは

ネズミ族 』を中心 に

國重 裕=オ ーストリア小説 に見 る《家族 ドラマ》

  の変遷 ―M.シ ュトレール ヴィッツ『誘 惑。』

  (isss)

第11号(1998)

吉 田 孝 夫:mベ ル ト・ヴァル ザ ー にお け る寓

話性(2)一 放蕩息 子をめぐる二つの散文

小品につ いて

片岡 宜行:ド イツ語の与格 の分類 について
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第15号(2001)

伊 藤 白:『 ブ デ ンブ ロー ク家 の 人 々 』試

論 一 「市民 と芸術家 」の生 み 出す 四つ の

類型から

池 田 晋也:ア ル トゥール ・シュニッツラーの『自

  由へ の道』l市 民 的なものと芸術 的なも

  ののあいだを浮遊 する生

川 島 隆:カ フカの息子たち 一 短篇 「十一人

  の息子 」読解

中原 香織:ヘ ル マン・ヘッセの『シッダールタ』

  につ いて ― 葛藤 の不 在 がもたらす 問題

  をめぐつて

羽坂 知恵:日 常の 「ピーm」lハ インリヒ―

  ベル の『道化 師の意見』について

ASAI Maho(浅 井 麻 帆):Sehen im W�ter一

verbindungsraum bei Rainer Maria

Rilke‐Eine Wandlung vom Sehen

hin zur Rose

川島 隆=『 万里の長城 』における「男性 」と「労

  働 」の位置lカ フカのシオニズム理解を

  手がかりに

伊 藤 白;臼 い ドレス のaッ テ ー トー マス ・マ

  ン『ワイマー ル の ロッテ』に お ける女 性 像

武 田 良材=道 徳 的な女 たらし 一 ヘルマン・

  ケステン文学のモラリスト像

國 重 裕:現 代 文 学 は 「歴 史 」を 語 りうる

  か?―Katrin Askan(1966-)に 見 る

  DDR文 学 の現 在

書評 ・文 献紹介

第16号(2002)

佐 々木 茂 人:東 方ユダヤ人難 民とプラハのs

  ダ ヤ人 ― カフカの伝 記研 究のために

川 島 隆:「 こい つ は 途 方 もな い 偽 善 者

  だ」 一 カフカの中国 ・中国人像

國重 裕:ユ ーゴスラヴィア内戦 をめぐる西欧知

識 人 の応 酬-ペ ー ター ・ハ ントケ『冬の

旅 』に対 する議論 を中心 に

第17号(2003)

池 田 晋 也:描 か れ た劇 場 ― シュニ ッツラー

  の短篇 『侯 爵様御 臨席 』

伊藤 白:ゼ ゼミ・ヴァイヒブロー ト― 『ブデン

ブmク 家の人 々』における女 性像 とキリス

ト教

川 島 隆 ユダヤ人 と中国人lカ フカにおけ

  る人種 と性愛 をめぐつて

武 田 良材1ク ラウス ・マ ンの『メフィスト』 ―

  ドイツ反ファシズム運動 の失敗 の反 映として

第18号(2004)

廣川 智貴:主 語 の文 体論 ― クライストの『決

  闘』を中心 にして

熊 谷 哲 哉1言 葉 をめぐるたたか いlシ ュ

レーバーと雑音の世界

第19号(2005)

青 木 三陽:手 紙 を書 く騎 士 ― 『パ ル ツィ

ヴァール』にお ける「学識 」と「書物 」の意 味

について

樋 口 梨 々子:文 学創 作 への萌 芽としての音

  楽美 学-E,T.A.ホ フマンの短編 『ドン・

  フアン』試論

寺井 紘 子:ホ ーフマンスタール文学 における

  生 と絵画

浅井 麻 帆1ウ ィーン分離派館 とヨーゼフ・マリ

  ア・オルブリヒ ― 時代と分離派が求めた合

  目的性

熊谷 哲哉=結 び 目としての神 経 一 シュレー

  バーにおける宇宙 と身体

池 田 あいの:手 紙論 としての手紙lカ フカ

  の恋文をめぐつて

伊 藤 白:シ ョーシャ夫 人は美 しいか 一 トー

  マス・マン『魔のW』 における女性 像と「東 」

池 田 晋也:ジ ャズ アレンジ され るヨー ロッ

  パ ー ハンス・ヤノヴィッツの小説『ジャズ』

武 田 良材1モ ラリストへの成長lヘ ルマン・

  ケステン文 学のモラリスト像 その二

書評 ・文献紹介
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第20号(2006)

青 木 三 陽1歴 史 とフ ィクシ ョン の 狭 間

  で 一 ヴォル フラムの 「原 典言 及1を めぐつて

樋 口 梨 々 子=E.T.A.ホ フマ ンの 『新 旧 の教 会

音 楽』-「 ロマン主義 的 なもの」との関連

において

伊藤 白1フ ロイライン・エンゲルハル トlト ー

  マス・マン『魔の山』にお ける女性像 と「同性

  愛 」

廣川 香織:ハ リー・ハラー の痛 む足 一 ヘル

  マン・ヘッセの『荒野 のおおかみ』における

  身 体について

池 田 晋 也:文 学 的 ジ ャ ズ 表 象 の 諸 形

  態 一 ブ ル ー ノ・フラン クとフェ ー リクス ・

  ア ーノレマ ン

武 田 良材:モ ラリストの革命 性 一 ヘル マン・

  ケステン文学のモラリスト像 その三

書評 ・文献紹 介

浅 井 麻 帆1「 セ セ ッシ ョン1か ら「分 離 派 」

へ 一 日本 のWiener Secession受 容 史

にお ける訳 語 の 変 遷 に つ いて

武 田 良材:ア ン ネ マリー ・シュバ ル ツェンバ ハ

  にお ける反 ナ チ ス ― エ ー リカ、クラウス・マ

  ン 、そ して 山 との 関係

永 畑 紗 織:異 教 の神 ペ ル ー ンとサ ル マチ

  ア ー ボブ ロフスキーの短 編『異教徒 たち

  の至福』について

菅 利 恵=ド イツにおける「ドイツ ― トルコ1二

  言 語教育 一 複言語 主義とドイツ語教育の

  はざまで

BID(伊 藤 白 訳):『 図書館 が良い21の 理 由』

書評 ・文 献紹介

第21号 ・(2007)

寺 井 紘 子:芸 術 と芸 術 家 一 ホー フ マ ンス

  タールとリル ケの場合

廣 川 香 織:叶 えられ た理 想 と失 わ れ た身

体 一 ヘ ッセ文 学の転換 期 における「顔 」

のモティーフについて

永畑 紗 織:ヨ ハ ネス―ボブロフスキーにおける

  闇と光 一 『ねず みのおまつり』を中心に

ヴェレーナ・ル ッチュマン(川 島隆 訳);た くまし

  い少 女た ち、繊 細な少年 たち 一 ヨハ ン

  ナ ・シュピーリの児童文 学作 品について

書評 ・文献紹介

第22号(2008)

土 屋 京 子:プ ロメテウスの火 とE,TAホ フマン

  の『G―町のジェズイット教会』

藤原 美沙:子 どもへ 向ける視線 ― アイヒェ

  ンドル フの2篇 の 詩 より

YAMAZAIil Asuka(山 崎 明 日香):Das

Verschwinden der Differenzierung in

der Todesgemeinschaft in Richard

Wagners Tristan undlsolde
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